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《
研
究
ノ
ー
ト
》

世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
「
声
」
と
「
文
字
」

─
オ
ス
マ
ン
近
代
演
劇
ポ
ス
タ
ー
印
刷
の
現
場
を
掘
り
起
こ
す

江
　
川
　
　
ひ
　
か
　
り 

一
　
問
題
の
所
在

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
（
以
下
、
世
紀
末
と
略
す
）
に
か
け
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
（
一
三
〇
〇
頃
│
一
九
二
二
）
の
都
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
で
は
近
代
演
劇
が
隆
盛
を
極
め
た
。
こ
の
演
劇
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
近
代
演
劇
ポ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
、
ポ
ス
タ
ー
と
略
す
）
一
七
〇
点
が
、
現
在
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど

の
点
数
を
有
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
世
界
で
も
稀
有
で
あ
る
。

　

筆
者
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
を
整
理
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、
各
ポ
ス
タ
ー
の
劇
団
、
演
目
、
劇
場
、
上
演
年
月

日
、
俳
優
・
演
出
家
な
ど
上
演
の
必
須
要
素
に
関
す
る
劇
団
別
基
本
表）

1
（

を
作
成
し
、
修
正
を
継
続
し
て
き
た
。
こ
の
劇
団
別
基
本
表
に
依
拠
し

つ
つ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
永
田
雄
三
代
表
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
考
察
を
進
め
、
二
〇
一
五
年
に
本
邦
初
の
ト
ル
コ
演
劇
史
に
関
す
る

研
究
書
『
世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
演
劇
空
間
│
都
市
社
会
史
の
視
点
か
ら）

2
（

』
が
公
刊
さ
れ
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
一
枚
の
印
刷
物
の
た
め
製
本
は
不
要
で
、
簡
易
な
印
刷
器
械
が
あ
れ
ば
制
作
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
日
の
ポ



　　お茶の水史学　62号　　230

ス
タ
ー
や
ち
ら
し
、
も
し
く
は
劇
場
配
布
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
た
め
、
上
演
後
は
、
収
集
家
で
な
い
限
り
、
包
み
紙
や
裏
紙
と

し
て
再
利
用
さ
れ
る
ほ
か
は
廃
棄
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
ポ
ス
タ
ー
が
歴
史
学
研
究
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
た

と
え
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
の
印
刷
所
に
関
し
て
は
、
演
劇
研
究
に
お
い
て
も
、
印
刷
・
出
版
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
、
些

末
な
問
題
と
し
て
と
か
く
後
回
し
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う）

3
（

。

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
印
刷
・
出
版
史
の
概
要
は
林
佳
世
子）

4
（

に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
発
展
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
紳
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た）

5
（

。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
い
て
印
刷
業
と
演
劇
文
化
と
を
け
ん
引
し
て
き
た

の
は
、
非
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た）

6
（

。
と
り
わ
け
、
一
九
世
紀
前
半
に
石
版
印
刷
技
術
が
導
入
さ
れ
た
後
、
官
営
印
刷
所
以
外
で
も
簡
易
な
石
版
印

刷
所
が
多
数
活
動
を
は
じ
め
、
本
の
量
産
が
さ
か
ん
に
な
り
、
一
八
六
〇
年
代
に
は
、
官
報
以
外
の
新
聞
の
発
行
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
本
格
的

に
始
ま
っ
た
と
い
う）

7
（

。
多
文
字
や
挿
絵
印
刷
を
容
易
に
し
た
石
版
印
刷
の
普
及
と
近
代
演
劇
の
隆
盛
と
が
時
期
と
し
て
合
致
し
た
。
し
た
が
っ

て
演
劇
ポ
ス
タ
ー
は
、
演
劇
上
演
の
広
告
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
手
掛
け
た
印
刷
所
に
と
っ
て
も
「
わ
が
社
は
こ
の
よ
う
な
文
字
、
字

体
、
挿
絵
の
印
刷
が
可
能
で
す
」
と
い
う
広
告
媒
体
と
も
な
り
、
印
刷
物
と
し
て
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
切
り
拓
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
ポ
ス
タ
ー
に
記
録
さ
れ
た
様
ざ
ま
な
情
報
に
注
目
し
て
、
世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
都
市
社
会
の
変
遷
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
て
き

た）
8
（

。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
消
費
生
活
に
決
定
的
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
事
件
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
三
│
五
六
）
で
、
同
戦
争
の
前
線
へ
む

か
う
何
千
人
と
い
う
外
国
人
兵
士
が
ま
ず
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
滞
在
し
た
た
め
、
必
然
的
に
住
民
は
西
洋
の
生
活
様
式
を
間
近
に
見
る
こ
と
と

な
っ
た
。
一
説
に
は
、
オ
ス
マ
ン
人
が
昼
食
を
と
る
習
慣
は
こ
の
時
期
に
遡
る
と
い
わ
れ
る）

9
（

。
こ
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
ひ
と
つ
の
画
期
と
な
っ

て
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
の
ト
ル
コ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
ス
ペ
イ
ン
語
（
ラ
デ
ィ
ー
ノ
語
）、
ギ
リ
シ
ア
文

字
表
記
の
ト
ル
コ
語
に
よ
る
新
聞
が
発
行
さ
れ
始
め
た）

10
（

。

　

近
代
演
劇
の
草
創
期
、
西
洋
演
劇
受
容
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
た
の
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
あ
っ
た
。「
か
れ
ら
は
最
初
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語

で
芝
居
を
上
演
し
て
い
た
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
人
口
の
多
数
を
占
め
る
ト
ル
コ
人
を
観
客
と
し
て
獲
得
す
る
た
め
に
、
ト
ル
コ
語
で
公
演
を
す
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る
必
要
が
あ
っ
た）

11
（

」
の
だ
が
、
そ
の
際
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
俳
優
が
話
す
「
ア
ル
メ
ニ
ア
語
訛
り
」
の
ト
ル
コ
語
が
問
題
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
ト
ル
コ
人
男
優
の
場
合
も
、
難
解
な
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
で
は
な
く
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
、
標
準
的
な
「
舞
台
言

語
」
を
創
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
正
し
い
」
ト
ル
コ
語
を
学
ば
せ
る
た
め
の
「
演
劇
振
興
委
員
会
」
が
一
八
七
二
年
の
末

に
組
織
さ
れ
た）

12
（

。
近
代
演
劇
の
稽
古
場
や
舞
台
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
ト
ル
コ
人
俳
優
が
、
標
準
的
な
「
舞
台
言
語
」
を
創
り

上
げ
て
い
く
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
「
多
言
語
の
共
存
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
多
言
語
が
入
り
乱
れ
、
混
淆
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
、
台
詞
や
歌
に
よ
る
演
劇
の
舞
台
を
、
文
字
や
挿
絵
で
告
知
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、「
声
」
と
「
文
字
」
と
を
つ
な
ぐ
と
同
時
に
、

発
展
す
る
近
代
演
劇
文
化
と
印
刷
文
化
と
を
つ
な
ぐ
媒
体
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
記
録
さ
れ
た
情
報
か
ら
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
都
市
社
会
の
変
遷
を
復
元
す
る
一
助
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
印
刷
の
現
場
を
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い）

13
（

。

二
　
演
劇
ポ
ス
タ
ー
は
ど
こ
で
印
刷
さ
れ
た
の
か

　

本
稿
で
対
象
と
す
る
ポ
ス
タ
ー
一
七
〇
点
の
う
ち
、
上
演
年
が
明
記
さ
れ
た
七
八
点
の
刊
行
年
代
は
、
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で

で
あ
る）

14
（

。

　

オ
ス
マ
ン
演
劇
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
Ｍ
・
ア
ン
ド
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
改
革
期
（
一
八
三
九
│
七
六
）
か
ら
共
和

国
成
立
（
一
九
二
三
）
ま
で
の
間
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
上
演
さ
れ
た
演
劇
は
二
〇
〇
四
作
品
で
あ
る）

15
（

。
し
た
が
っ
て
一
七
〇
点
は
、
全
体
の

八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
考
察
は
、
普
遍
的
な
結
論
と
は
な
り
え
な
い
が
、
演
劇
お
よ
び
印
刷
・
出
版
活

動
の
傾
向
を
知
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。

　

印
刷
所
名
が
記
載
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
一
七
〇
点
中
一
四
五
点
、
全
体
の
八
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
よ
ぶ
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
の
歴
史
を
著
し
た
ヴ
ェ
イ
ユ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
一
八
四
八
年
に
、
ポ
ス
タ
ー
に
は
印
刷
業
者
の
名
を
明
記
す
る
こ
と
が
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義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う）

16
（

。
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
、
一
八
五
七
年
二
月
一
五
日
に
全
九
条
お
よ
び
一
つ
の
特
別
条
か
ら
な
る
印
刷
法
令）

17
（

が
発
布

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
じ
め
て
の
一
八
六
四
年
一
二
月
に
発
布
さ
れ
た
出
版
条
令
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
時
代
の
フ
ラ
ン
ス

で
発
布
さ
れ
た
（
一
八
五
二
年
）
も
の
の
翻
訳
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る）

18
（

。

　

さ
て
、
表
１
「
ポ
ス
タ
ー
印
刷
所
一
覧
」
に
は
、
通
し
番
号
、
印
刷
所
名
、
所
在
地
、
同
印
刷
所
の
ポ
ス
タ
ー
枚
数
、
上
演
年
代
を
記
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
印
刷
所
が
ポ
ス
タ
ー
の
他
に
い
か
な
る
印
刷
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
Ｈ
・
ド
ゥ
マ
ン
に
よ

る
一
八
二
八
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
物
・
新
聞
文
献
目
録）

19
（

の
中
に
あ
る
同
名
印
刷
所）

20
（

の
刊
行
物
点
数
と
そ
れ
ら
の
発

刊
年
代
を
示
し
、
末
尾
に
は
上
述
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
可
能
な
主
要
ポ
ス
タ
ー
番
号
を
付
記
し
た
。
た
だ
し
、
世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
に
は
多
く
の
印
刷
所
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
同
一
名
の
会
社
が
存
在
す
る
可
能
性
も
高
く
、
印
刷
所
名
お
よ
び
住
所
が
合
致
し
な
い
限
り

完
全
に
同
定
し
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
最
多
数
七
七
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
た
の
は
、
旧
市
街
大
宰
相
府
通
り
に
巨
大
な
社
屋
を
構
え
て
い
た
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ

印
刷
所
で
あ
る
。
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
（M

ehm
ed Tahir: 1864-1912

）
の
人
物
像
お
よ
び
出
版
・
印
刷
活
動
の
概
要
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前

掲
書
で
詳
述
し
た）

21
（

が
、
雑
誌
『
情
報）

22
（

』
が
同
社
の
主
力
雑
誌
と
し
て
成
長
し
た
た
め
に
、
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
自
身
も
「『
情
報
』
屋
の
タ
ー
ヒ

ル
・
ベ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
同
社
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
劇
団
別
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
印
刷
さ
れ
、
文
字
が
読
め
な
い
人
に
も
こ
れ
は
「
オ
ス
マ

ン
劇
団
」、
あ
れ
は
「
オ
ス
マ
ン
幻
想
劇
団
」
と
判
別
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
た）

23
（

。

　

加
え
て
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
は
、
一
九
〇
三
年
の
演
目
「
ヴ
ェ
ー
ル
を
し
た
物
乞
い
」
の
ポ
ス
タ
ー
（A

12

）
の
裏
（A

13

）
に
、
同
社
で
は

「
ト
ル
コ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア

語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
各
種
の
書
体
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
類
を
は
じ
め
、「
名
刺
（kart-de-vizitler

）」
や
商
業
文
書
、
市
役

所
・
裁
判
関
連
文
書
等
を
石
版
印
刷
（lidografya

）
に
よ
っ
て
印
刷
で
き
る
と
い
う
自
社
広
告
を
出
し
て
い
る）

24
（

。

　

Ｏ
・
コ
ル
オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
エ
ビ
ュ
ズ
ィ
ヤ
・
テ
ヴ
フ
ィ
ク
（Ebüzziya Tevfik:1849-191

）
25
（3

）
が
一
八
八
二
年
に
設
立
し
た
エ
ビ
ュ
ズ
ィ
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表１　ポスター印刷所一覧

番
号 ポスター印刷所 (Matbaa) 名 印刷所所在地 枚数 年代 刊行物 発刊年代 主要 

画像

1 アフテル (Ahter Matbaası)　 大宰相府周辺エビュスート 
大通り 54 番地 2 ─ 2 1884-1897 H3, I15

② アラクス (Araks Matbaası/Araks 
Matbaası-Armenak)

大宰相府エビュスート大通り
57(1913),　20 番地 ( 年無 ) 7 1913 5 1910-1915 D15-16

③ アルシャク・ガロヤン (Arşak Garoyan 
Matbaası/Matbaa-i Arşak Garoyan) 大宰相府大通り 9 1910-

1912 3 1901-1922 E17-18

④ ベルベルヤン (Berberyan Matbaası) イスタンブル（Dersaâdet） 2 ─ ─ ─ E20, H1

5 ジハン兄弟 (Cihân Birâderler 
Matbaası)

エビュスート大通り 
11-13 番地 1 （推

1923） 4 1921-1928 F16-19

6 エヴカフ (Evkaf Matbaası) シェフザーデバシュ 4 1920, 
1921 6 1851-1928 F8-9,  

G8-11

7 石・文字 (Taş ü Hurûfat Matbaası)　 イスタンブル、 
スルタン・ハマム泉近辺 1 1891 ─ ─ I19

8 審美眼 (Hüsn-i Tabîat Matbaası) 大宰相府 1 ─ 10 1911-1928 F23-25, 
G1

九 富 (Imp. SERVET) イスタンブル（Stamboul） 1 1903 ─ ─ C22-23

⑩ デルネルサスィヤン (Impr.V.& H.Der-
Nersassian/ Matbaa-i Dernersasyan)

イスタンブル（Stamboul/
Desaâdet） 1 1904 2 1910 D7-8

⑪ ケチュヤン (Keçyan Matbaası) 大宰相府大通り（以下破損） 1 ─ ─ ─ I9

12 タ ー ヒ ル・ ベ イ (Malûmât-Tahir Bey 
Matbaası) 大宰相府大通り 40 番地 77 1899-

1903 3 1898-1904 C8 

⑬ アラムヤン (Matbaa-i Aramyan) イスタンブル、火打石屋坂 
アゴプヤン・ハーン（商館） 1 1894 3 1881-1900 H23

⑭ ニコゴスィヤン (Matbaa ve 
Lidografhane-i S. Nikogosyan)

旧市街 瀬戸物屋坂 
sa（以下破損） 1 1887 ─ ─ I20

⑮ サルヤン (Matbaa-i Sarıyan) 大宰相府大通り 38 番地 2 ─ ─ ─ H8

⑯ ティマクスィヤン・サルヤン (Matbaa-i 
Timaksyan ve Sarıyan）

メルジャン市場ルシュディ・ 
エフェンディ・ハーン（商館） 1 1888 1 1884-1897 E12

17 中央 (Merkez Matbaası/Imp. Merkez) 大宰相府大通り 66 番地 2 ─ , 
1909 1 1908-1909 C19, 

D19

18 レシャディエ (Reşadiye Matbaası) エビュスート大通り 1 （推
1911） 3 1911-1923 D11-12

⑲ サンジャクジヤン (Sancakcıyan  
Matbaası)

イスタンブル、 
大宰相府大通り 2 ─ 3 1912-1914 E22-23, 

F2-3

20 植字工社 (Şirket-i Mürettibiye 
Matbaası) 大宰相府大通り 52 番地 9 1898-

1899 17 1887-1927 C2, H14

21 笑い (Gülüş Matbaası) ベイオール、 
リナルド通り 20 番地 1 1912 ─ ─ D4-5

二
二

パラマリ (Imp. E.PALLAMARY/E. 
Palamari Matbaası)

ベイオール大通り 
ポロンヤ通り 21 番地 12 1891-

1911 ─ ─ H25, 
C15-16 

二
三

レフラー (Impr.F.LŒFFLER/
LOEFFLER Matbaası)

ペラ / ベイオール、 
地下鉄 (tünel) 近辺 4 1910 ─ ─ A1-2,  

A4-5

㉔ 歌 (Şant Matbaası/Imprimerie 
CHANTH) ガラタ・ジャーミー門９番地 1 ─ ─ ─ D21-22

25 未来の星 (Necm-i İstikbâl Matbaası) 無記載 1 1871 35 1925 F11-14

印刷所名無記載、記載事項部分破損 25

合計 170
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ヤ
印
刷
所
は
、
ス
ル
タ
ン
か
ら
の
物
的
支
援
で
創
設
さ
れ
、『
セ
ル
ヴ
ェ
テ
ィ
・
フ
ュ
ヌ
ー
ン
』
誌
を
発
行
し
た
ア
フ
メ
ト
・
イ
フ
サ
ン
印
刷

所
お
よ
び
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
印
刷
所
と
同
様
に
、
当
時
の
最
新
モ
デ
ル
の
機
械
を
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
世
界
標
準
に

近
い
高
質
な
出
版
物
の
発
刊
を
始
め
た
と
し
て
、
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
印
刷
所
を
三
大
印
刷
所
の
う
ち
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
る）

26
（

。
タ
ー
ヒ

ル
・
ベ
イ
の
印
刷
所
は
、
い
わ
ゆ
る
ム
ス
リ
ム
系
大
手
印
刷
所
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
表
１
に
関
し
て
次
の
三
点
を

指
摘
し
た
い
。

　

第
一
に
印
刷
所
の
所
在
地
は
、
二
五
社
の
う
ち
、
一
か
ら
二
〇
ま
で
は
旧
市
街
（
当
時
の
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
」
地
区
）
に
、
し
か
も
大
多
数

は
大
宰
相
府
通
り
（B

âb-ı Â
lî C

addesi

）
沿
い
も
し
く
は
そ
の
周
辺
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
地
域
が
当
時
の
印
刷
・
出
版
の
中
心
地
区

で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
二
一
か
ら
二
四
ま
で
は
、
新
市
街
の
ベ
イ
オ
ー
ル
・
ガ
ラ
タ
地
区
に
店
舗
を
構
え
て
い
た
。
ベ
イ
オ
ー

ル
・
ガ
ラ
タ
地
区
は
、
諸
外
国
の
在
外
公
館
、
近
代
劇
場
が
立
ち
並
び
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
系
の
ガ
ラ
タ
サ
ラ
イ
・
リ
セ
が
開
校
（
一
八
六

八
）
さ
れ
る
な
ど
、
西
洋
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た）

27
（

。

　

第
二
に
、
印
刷
所
の
中
で
、
非
ム
ス
リ
ム
系
印
刷
所
は
全
体
の
半
数
以
上
に
お
よ
ぶ
。
ア
ル
メ
ニ
ア
系
印
刷
所
は
、
②
③
⑩
⑪
⑭
⑲
㉔
の
七

社）
28
（

、
そ
の
姓
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
系
と
推
察
さ
れ
る
④
⑬
⑮
⑯
の
四
社
、
計
一
一
社
と
な
る
（
表
１
〇
囲
み
数
字
）。
ま
た
、
富
は
ユ
ダ
ヤ
系
、

パ
ラ
マ
リ
は
イ
タ
リ
ア
系
、
レ
フ
ラ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
系
で
あ
る
た
め
（
表
１
漢
数
字
）、
非
ム
ス
リ
ム
系
は
合
計
一
四
社
と
な
る
。
タ
ー
ヒ
ル
・

ベ
イ
と
政
府
刊
行
物
を
発
行
す
る
エ
ヴ
カ
フ）

29
（

は
ム
ス
リ
ム
系
と
い
え
る
が
、
他
の
印
刷
所
の
性
格
は
管
見
の
限
り
判
然
と
し
な
い
。

　

第
三
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
年
代
と
、
定
期
刊
行
物
と
の
年
代
と
を
対
照
し
た
場
合
、
対
照
可
能
な
②
③
６
⑩
12
⑬
⑯
17 

18 

20
の
一
〇
社
中
、
⑩

デ
ル
ネ
ル
サ
ス
ィ
ヤ
ン
の
年
代
に
六
年
の
差
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
九
社
は
ほ
ぼ
同
年
代
に
印
刷
・
発
刊
さ
れ
て
い
た）

30
（

。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
の
新
聞
・
定
期
刊
行
物
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
法
令
・
法
規
等
の
政
府
刊
行
物
、
政
治
・
経
済
・
科
学
等
の
情
報
誌
、
大
衆
紙
等
で
あ
り
、
演
劇

専
門
紙
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
印
刷
所
が
「
演
劇
専
門
刊
行
物）

31
（

を
出
版
し
て
い
た
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
も
印
刷
し
た
」
と
は
言

い
難
い
。
唯
一
の
演
劇
専
門
紙
を
印
刷
し
て
い
た
の
は
ア
ラ
ク
ス
で
、
一
九
一
二
年
に
『
ナ
ナ
（N

ana

）』
を
発
刊
し
た
が
、
同
紙
の
所
蔵
先
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で
は
一
号
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い）

32
（

。

　

表
１
に
示
し
た
二
五
社
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
細
に
紹
介
し
た
い
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
最
小
限
の
言
及
に
と
ど
め
る
。
１
の
ア
フ
テ
ル

は
、
大
宰
相
府
エ
ビ
ュ
ス
ー
ト
通
り
五
四
番
地
に
店
を
構
え
、
オ
ス
マ
ン
語
の
み （I15

）
と
オ
ス
マ
ン
語
と
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
（H

3

）
の
ポ

ス
タ
ー
を
印
刷
し
て
い
る
。
両
興
行
と
も
上
演
年
は
無
記
載
だ
が
、
ア
ナ
ト
リ
ア
側
の
カ
ド
ゥ
キ
ョ
イ
地
区
で
上
演
さ
れ
た
寄
席
演
芸
形
式
の

大
衆
演
劇
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
ア
フ
タ
ル
」（
ト
ル
コ
語
で
は
「
ア
フ
テ
ル
」）
と
い
え
ば
、
ペ
ル
シ
ア
語
紙
『
ア
フ
タ

ル
（A

khtar

）』（
一
八
七
六
│
九
六
）
を
発
行
し
て
い
た
ア
フ
タ
ル
印
刷
所
が
あ
る
。
同
社
は
「
ペ
ル
シ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、

ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
い
っ
た
各
種
の
言
語
で
書
籍
を
印
刷
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

33
（

が
、
こ
の
ア
フ
タ
ル
社
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
に
一
八
六
〇
年
頃
に
社
主
が
や
っ
て
き
て
、
ヴ
ァ
リ
デ
ハ
ン
に
印
刷
所
を
構
え
て
い
た）

34
（

た
め
、
先
の
ア
フ
テ
ル
と
は
異
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

④
の
ベ
ル
ベ
ル
ヤ
ン
と
は
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ニ
シ
ャ
ン
・
ベ
ル
ベ
リ
ア
ン
（N

ishan B
erberian: 

一
八
四
二
│
一
九
〇
七
）
は
、
多
才
な

男
で
、
印
刷
業
者
、
翻
訳
家
、
風
刺
画
家
と
し
て
各
分
野
で
著
名
で
あ
る）

35
（

」
と
い
わ
れ
る
人
物
が
い
る
た
め
、
彼
も
し
く
は
彼
の
一
族
の
印
刷

所
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑩
の
デ
ル
ネ
ル
サ
ス
ィ
ヤ
ン
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
四
年
ポ
ス
タ
ー
（D

7-8

）
に
は
「Im

pr. V
 &

 H
. D

er-N
ersassian

」
と
ロ
ー
マ
字
で
印

刷
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
セ
ロ
プ
ヤ
ン
はD

er-N
ersesyan 

と
綴
り）

36
（

、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
印
刷
所
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
印
刷
所
の
ひ
と
つ

で
あ
る
同
社
は
、
一
九
〇
一
年
に
ス
ル
タ
ン
・
ハ
マ
ム
で
公
衆
浴
場
が
営
業
を
終
了
し
た
建
物
に
創
設
さ
れ
、
事
業
が
拡
大
す
る
に
お
よ
び
一

九
〇
八
年
ご
ろ
に
ス
ィ
ル
ケ
ジ
に
あ
る
ラ
リ
・
ハ
ー
ン
へ
引
っ
越
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
ド
ゥ
マ
ン
の
目
録
で
は
「M

atbaa-i V. ve H
. 

D
ernersisyan

」
と
綴
ら
れ
、
ガ
ラ
タ
サ
ラ
イ
・
リ
セ
（
高
校
）
の
オ
ス
マ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
両
言
語
を
用
い
た
出
版
物
（
一
〜
三
号
）
を

一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
印
刷
し
て
い
た）

37
（

。
以
上
の
よ
う
に
ポ
ス
タ
ー
印
刷
所
の
特
定
は
、
名
称
、
住
所
、
社
主
の
経
歴
、
印

刷
物
な
ど
の
諸
情
報
を
一
致
さ
せ
る
作
業
が
不
可
欠
と
な
る
。
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三
　
多
文
字
ポ
ス
タ
ー
は
ど
の
印
刷
所
で
制
作
さ
れ
た
の
か

　

ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
の
ト
ル
コ
語
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
一
八
四
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
に
三
一
を
数
え

る）
38
（

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
近
代
演
劇
を
劇
場
経
営
、
劇
団
組
織
、
演
劇
公
演
、
そ
し
て
俳
優
と
し
て
も
草
創
期
か
ら
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
き
た
の
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
中
心
と
す
る
非
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
代
演
劇
草
創
期
に
、
ポ
ス
タ
ー
が
ア
ル

メ
ニ
ア
文
字）

39
（

、
加
え
て
ギ
リ
シ
ア
文
字
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
も
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
の
ト
ル
コ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
ス
ペ
イ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
表

記
の
ト
ル
コ
語
（
カ
ラ
マ
ン
ル
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
表
記
の
フ
ラ
ン
ス
語
や
、
ド
イ
ツ
語
も
記
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
文
字
だ
け
で
は
な
く
言
語
に
ま
で
踏
み
込
む
と
条
件
が
煩
雑
に
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
印
刷
」
の
観
点
か
ら
文
字
に
限
っ

て
検
証
し
た
。
一
七
〇
点
の
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
と
ポ
ス
タ
ー
点
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。

　

オ
ス
マ
ン
語
（
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
ト
ル
コ
語
）
一
文
字
（
配
役
・
印
刷
所
名
の
み
ロ
ー
マ
字
併
記
を
含
む
）
は
九
七
点
、
二
文
字
使
用
で
は

オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
（
の
ト
ル
コ
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）（
表
２
で
はO

A

と
略
す
）
二
〇
点
、
オ
ス
マ
ン
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
（O

F

）
二
三
点
で
あ
る
。
次
に
オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
・
フ
ラ
ン
ス
語
（O

A
F

）
の
三
文
字
を
用
い
た
も
の
は
一
六

点
、
四
文
字
使
用
は
、
オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
・
ギ
リ
シ
ア
文
字
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
が
二
点
、
オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
・

ギ
リ
シ
ア
文
字
・
フ
ラ
ン
ス
語
が
一
〇
点
、
オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
・
ギ
リ
シ
ア
文
字
・
ド
イ
ツ
語
が
一
点
、
合
計
一
三
点
、
そ
し

て
オ
ス
マ
ン
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
・
ギ
リ
シ
ア
文
字
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
五
文
字
を
用
い
た
も
の
は
一
点
の
み
で
あ
っ
た
。

　

オ
ス
マ
ン
語
の
み
一
文
字
の
ポ
ス
タ
ー
九
七
点
の
年
代
は
、
表
２
に
記
入
し
な
か
っ
た
が
、
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
五
八
、
ア
ラ
ク
ス
六
、
植
字

工
社
六
、
エ
ヴ
カ
フ
三
、
ア
ル
シ
ャ
ク
・
ガ
ロ
ヤ
ン
と
ベ
ル
ベ
ル
ヤ
ン
二
点
で
、
１ 
５ 
８
⑪
⑮
⑯
18 

25
の
八
社
が
各
一
点
を
印
刷
し
合
計
八
五
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表２　印刷所別多文字使用ポスター一覧

番
号 ポスター印刷所名 1 文字 2 文字（OA） 2 文字（OF） 3 文字（OAF) 4 文字 5 文字

1 アフテル 1 1

② アラクス 6 1（1912）

③ アルシャク・ガロヤン 2 1 1 5（1910：2）

④ ベルベルヤン 1 1

5 ジハン兄弟 1

6 エヴカフ 3 1（1921）

7 石・文字 1（1891）

8 審美眼 1

九 富 1（1903）

⑩ デルネルサスィヤン 1（1904）

⑪ ケチュヤン 1

12 ターヒル・ベイ 58 4（1903：3） 7（1900：1,
　　1903：1）

7（1899：1, 
1900:3） 1

⑬ アラムヤン 1（1891）

⑭ ニコゴスィヤン 1（1887）

⑮ サルヤン 1

⑯ ティマクスィヤン・サルヤン 1 1（1883） 　

17 中央 1 1（1909）

18 レシャディエ 1

⑲ サンジャクジヤン 1 1

20 植字工社 6 3（1898：3）

21 笑い 1（1912）

二
二 パラマリ 1（1891） 8（1909：1, 

　　1911：7） 1（1909） 2（1908：1, 
　10：1）

二
三 レフラー 2（1910：1） 2（1910）

㉔ 歌 1

25 未来の星 1

印刷所名無記載、
記載事項部分破損 12 8（1881：3, 83：2, 

84：1, 85：1） 1 1 3（1883：1, 
91：1, 1916：1）

合計 97 20 23 16 13 1

注　4（1903：3）は、4点のうち 3点は 1903 年のポスターを、残りは上演年代無記載を意味する。
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点
、
残
り
の
一
二
点
は
印
刷
所
名
無
記
載
で
あ
る
。
た
だ
し
、
九
七
点
の
う
ち
上
演
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
八
点
に
と
ど
ま
り
、

一
八
点
が
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
に
よ
る
一
九
〇
〇
年
の
ポ
ス
タ
ー
で
、
他
の
一
〇
点
は
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で
確
認
さ
れ
る
。

　

次
に
二
文
字
印
刷
と
し
て
オ
ス
マ
ン
語
と
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
が
使
用
さ
れ
た
二
〇
点
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
九
点
、
九
〇
年
代
に
三
点
、
一

九
〇
三
年
に
四
点
、
年
代
無
記
載
五
点
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
が
近
代
演
劇
の
草
創
期
の
一
八
八
〇

年
代
、
九
〇
年
代
に
多
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
オ
ス
マ
ン
語
と
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
が
完
全
併
記
の
ポ
ス
タ
ー
が
確
認
さ
れ
る

（
画
像I19

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ス
マ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
二
文
字
印
刷
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
集
中
し
て
い
る
。

　

オ
ス
マ
ン
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
、
フ
ラ
ン
ス
語
三
文
字
は
、
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
に
よ
る
一
九
〇
〇
年
の
六
点
な
ど
で
あ
る
。
四
文
字
お
よ

び
五
文
字
を
用
い
た
一
四
点
の
ポ
ス
タ
ー
の
う
ち
、
一
八
八
三
年
お
よ
び
一
八
九
一
年
の
二
点
（
印
刷
所
名
無
記
載
）
を
除
い
た
一
〇
点
は
、

一
九
〇
八
年
一
点
、
一
九
一
〇
年
五
点
、
お
よ
び
一
九
一
六
年
一
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
立
憲
政
期
を
迎
え
て
、
出
版
・
言
論
の

自
由
が
解
禁
さ
れ
た
一
九
〇
九
年
以
降
の
社
会
潮
流
を
物
語
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
印
刷
所
名
は
無
記
載
だ
が
、
オ
ス
マ
ン
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア

文
字
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
に
加
え
て
ド
イ
ツ
語
も
記
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
も
一
点
存
在
す
る
（G

14

）。
こ
れ
は
歴
史
的
に
友
好
国
で
あ
り
、
オ
ス

マ
ン
近
代
演
劇
が
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
敵
国
と
な
っ
た
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
か
ら
排
除
さ
れ
、
代

わ
り
に
同
盟
国
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
言
語
が
用
い
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

表
２
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
多
文
字
ポ
ス
タ
ー
に
関
し
て
は
、
年
代
あ
る
い
は
印
刷
所
名
の
記
載
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
深
く
分
析

で
き
る
サ
ン
プ
ル
数
が
十
分
に
は
得
ら
れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
サ
ン
プ
ル
数
の
多
い
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
の
印
刷
所
の
ほ
か
に
は
、

オ
ス
マ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
パ
ラ
マ
リ
が
八
点
を
制
作
し
た
。
さ
ら
に
、
四
文
字
を
用
い
た
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
ア
ル
シ
ャ
ク
・
ガ
ロ
ヤ
ン

が
、
オ
ス
マ
ン
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
た
、
両
面
印
刷
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
画
像E17-18

）
な
ど
五

点
が
確
認
さ
れ
る
。
同
社
は
、
表
１
で
示
し
た
定
期
刊
行
物
と
し
て
、
郵
便
電
報
電
話
省
に
よ
っ
て
月
刊
で
発
行
さ
れ
た
『
郵
便
電
報
誌）

40
（

』
と

い
っ
た
政
府
刊
行
物
も
手
掛
け
て
い
た
。
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図１　オスマン語とアルメニア文字を併記したポスター（画像 I19）
　　　1891年 12月 11日、オスマン劇団・オスマンドラマカンパニー、シェフザー

デバシュ円柱通りにあるオスマン劇場、「男優」正劇 6幕、石・文字印刷所

図２　四種類の文字が用いられたプログラム（画像 E17-18）
　　　1910年 8月 25日、オスマン劇団・オスマンドラマカンパニー、ベイオール

のアレッポ小路にあるヴァリエテ座、「祖国」悲劇６幕、アルシャク・ガロ
ヤン印刷所

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所所蔵
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四
　
今
後
の
課
題

　

以
上
、
本
稿
で
は
オ
ス
マ
ン
演
劇
ポ
ス
タ
ー
一
七
〇
点
に
依
拠
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
に
記
さ
れ
た
二
五
の
印
刷
所
名
と
所
在
地
、
さ
ら
に
は
各

社
が
印
刷
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
五
印
刷
所
の
う
ち
二
〇
は
、

大
宰
相
府
通
り
周
辺
に
社
屋
を
構
え
、
四
社
は
ベ
イ
オ
ー
ル
・
ガ
ラ
タ
地
区
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
オ
ス
マ
ン
語
と
ア
ル
メ

ニ
ア
文
字
と
を
用
い
た
二
文
字
使
用
の
ポ
ス
タ
ー
は
一
八
八
〇
│
九
〇
年
代
に
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
オ
ス
マ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の

ポ
ス
タ
ー
は
む
し
ろ
二
〇
世
紀
初
頭
に
集
中
し
て
い
る
。
多
文
字
印
刷
所
と
し
て
は
、
大
手
の
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ
、
政
府
刊
行
物
も
あ
つ
か
う

ア
ル
シ
ャ
ク
・
ガ
ロ
ヤ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
パ
ラ
マ
リ
な
ど
の
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
印
刷
の
現
場
を
掘
り
起
こ
す
作
業
は
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
第
一
に
、
印
刷
所
の
完
全
な
る
同
定
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
印
刷
所
の
操
業
年
代
と
同
期
間
の
住
所
お
よ
び
発
刊
書
籍
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、
現
物
確
認
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
印

刷
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
書
籍
が
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
、
Ｍ
・
Ｓ
・
オ
ゼ
ゲ
の
『
オ
ス
マ
ン
語
文
献
目
録）

41
（

』
に
基
づ
き
書
籍
類
も
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
に
、
と
く
に
戯
曲
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
作
の
小
説
か
ら
オ
ス
マ
ン
語
へ
翻
訳
さ
れ
た
後
に
戯
曲
と
し
て
翻
案
さ
れ
る
と
い
う
手
続
き
を

踏
む
事
例
が
多
い
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
演
目
と
翻
訳
小
説
・
戯
曲
の
解
明
が
必
要
と
な
る）

42
（

。
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
印
刷
さ
れ
た
戯
曲

目
録
に
は
、
ア
ル
シ
ャ
ク
・
ガ
ロ
ヤ
ン
の
四
作
品
、
審
美
眼
、
未
来
の
星
、
ジ
ハ
ン
兄
弟
印
刷
所
が
出
版
し
た
戯
曲
そ
れ
ぞ
れ
一
作
品
が
確
認

さ
れ
て
い
る）

43
（

。
印
刷
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
、
演
目
の
原
作
・
戯
曲
や
劇
団
の
性
格
、
上
演
劇
場
、
年
代
す
べ
て
が
密
接
に
か

か
わ
っ
て
く
る
の
だ
。

　

第
三
に
、
本
稿
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
さ
れ
た
文
字
の
種
類
と
数
の
み
を
整
理
し
た
が
、
文
字
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
く
に
ア
ル
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メ
ニ
ア
文
字
に
よ
る
ト
ル
コ
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
に
よ
る
ト
ル
コ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
に
よ

る
ス
ペ
イ
ン
語
と
い
う
言
語
の
問
題
も
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
デ
ィ
ー
ノ
語
な
ど
が
肉
声
と
し
て
飛

び
交
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
・
彼
女
ら
の
「
声
」
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
が
「
文
字
」
に
な
っ
て
、
壁
に
掲
示
さ
れ
た
り
、
手
渡
し

ビ
ラ
と
し
て
渡
さ
れ
た
時
、
人
び
と
は
文
字
の
も
つ
力
を
強
烈
に
感
じ
、
ま
っ
た
く
読
め
な
い
文
字
に
当
惑
す
る
者
、
好
奇
心
か
ら
勉
強
す
る

者
が
い
た
に
違
い
な
い
。
佐
々
木
紳
は
、
ト
ル
コ
語
を
解
す
る
者
は
、
文
字
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
「
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
の
ト
ル
コ
語
は
も

と
よ
り
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
や
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
で
記
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
の
出
版
物
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る）

43
（

。
世
紀
末
の

国
際
都
市
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
演
劇
お
よ
び
印
刷
・
出
版
文
化
は
、
人
び
と
の
好
奇
心
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
た
。
多
言

語
・
多
文
字
は
「
共
存
」
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
柔
軟
に
、
変
幻
自
在
に
混
淆
し
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
い
わ
れ

る
今
日
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
多
言
語
・
多
文
字
の
演
劇
ポ
ス
タ
ー
が
、
百
年
以
上
前
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
「
印
刷
」
さ
れ
て
い
た
と
は
、
現

物
を
み
な
け
れ
ば
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）　
「
劇
団
別
基
本
表
」
は
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
言
語
文
化
研
究
所
・
情
報
資
源
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
（IR

C

）
の

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
オ
ス
マ
ン
演
劇
ポ
ス
タ
ー
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
公
開
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
画

像
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
同
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://osm
anlitiyatro.aa-ken.jp/

）　

に
公
開
さ
れ
、
筆
者
が
継
続

し
て
更
新
し
て
い
る
。
本
稿
で
記
し
た
（A

12

）
と
い
っ
た
画
像
番

号
は
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
2
）　

永
田
雄
三
・
江
川
ひ
か
り
『
世
紀
末
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
演
劇
空

間
│
都
市
社
会
史
の
視
点
か
ら
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
五
）。

（
3
）　

例
え
ば
、 

オ
ス
マ
ン
古
文
書
館
所
蔵
『
オ
ス
マ
ン
演
芸
芸
術
関

連
史
料
集
』（A

rşiv Belgelerine göre O
sm

anlı’da G
österi 

Sanatları: G
eleneksel Seyir Sanatları, Tiyatro, Sinem

a,  T.C
. 

B
aşbakanlık D

evlet A
rşivleri G

enel M
üdürlüğü O

sm
anlı A

rşivi 
D

aire B
aşkanlığı, İstanbul, 2015, 188-189

）
に
掲
載
さ
れ
た
、
一

八
八
九
年
上
演
の
演
劇
ポ
ス
タ
ー
画
像
で
は
印
刷
所
名
（
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
、
メ
ル
ジ
ャ
ン
小
路
ル
シ
ュ
デ
ィ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
・
ハ
ー
ン
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に
隣
接
す
る
20
番
地
サ
ル
ヤ
ン
印
刷
所
）
が
読
み
と
れ
る
が
、
転
写

で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

林
佳
世
子
編
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
活
版
印
刷
」
小
杉
泰
・
林

佳
世
子
『
イ
ス
ラ
ー
ム　

書
物
の
歴
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
）、
三
五
二
│
三
七
四
。

（
5
）　

佐
々
木
紳
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
登
場
と
読
者
層
の
形
成
│
オ

ス
マ
ン
近
代
の
経
験
か
ら
」
秋
葉
淳
・
橋
本
伸
也
編
『
近
代
・
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
育
社
会
史
│
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
展
望
』（
昭
和

堂
、
二
〇
一
四
）、
一
一
三
│
一
三
七
。

（
6
）　

レ
コ
ン
キ
ス
タ
後
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
オ
ス
マ
ン
朝
へ
移
住
し

た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
一
四
九
三
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
印
刷
活
動
を

開
始
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
教
徒
は
一
五
六
七
年
に
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒

は
一
六
二
七
年
に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
印
刷
所
を
開
設
し
た
（
林

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
活
版
印
刷
」、
三
五
六
│
三
五
七
。İskit, 

Server R
., “Tahlil ve Tarihçe,” Türkiyede M

atbuat R
ejim

leri

（İstanbul, 1939

）:3.

（
7
）　

林
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
活
版
印
刷
」
三
六
六
│
三
六
七
。

（
8
）　

江
川
ひ
か
り
「
ト
ル
コ
近
代
演
劇
│
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
登
場　

ポ
ス
タ
ー
に
浮
上
す
る
劇
場
都
市
」『 İSTA

N
B

U
L　

海

峡
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
』（PA

R
C

O

出
版
、
一
九
九
四
、
八
七
│
九

三
）
お
よ
び
永
田
・
江
川
前
掲
書
、
第
四
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　Toprak, Zafer, Tüketim

 Ö
rüntüleri ve O

sm
anlı M

ağazaları, 
Cogit, 5 yaz

（İstanbul, 1995

）: 25-28.

（
10
）　

佐
々
木
紳
前
掲
論
文
。J.

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
専
制
政
治
と
よ

ば
れ
た
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
（
在
位
一
八
七
六
│
一
九
〇

九
）
に
お
け
る
印
刷
・
出
版
の
興
隆
は
、
各
言
語
の
文
字
・
文
章
お

よ
び
文
章
語
の
発
展
に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
強
調
す
る

（J. Strauss, “ ʻK
ütüp ve R

esail-i M
evkuteʼ : Printing and 

publishing in a m
ulti-ethnic society,” in Elisabeth Ö

zdalga, ed., 
Late O

ttom
an Society: The Intellectual Legacy

（L
ondon, 

2005

）: 225-253

）。　

（
11
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
一
四
〇
│
一
四
一
。

（
12
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
一
四
一
。

（
13
）　

本
稿
で
扱
っ
た
ポ
ス
タ
ー
印
刷
所
一
覧
に
関
し
て
は
、

N
agata, Yuzo and Egaw

a, H
ikari, Bir K

entin Toplum
sal Tarihi 

A
çısından O

sm
anlıʼnın Son D

önem
inde İstanbulʼda Titatro ve 

Çevresi

（İstanbul, 

印
刷
中
）
で
も
紹
介
し
た
。

（
14
）　

上
演
年
は
無
記
載
だ
が
、
ポ
ス
タ
ー
内
の
諸
情
報
か
ら
推
定
可

能
な
上
演
年
を
含
む
と
、
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
と
な

る
。

（
15
）　A

nd, M
etin, M

eşrutiyet D
önem

inde Türk Tiyatrosu

（1908-
1923

）（A
nkara, 1971

）; Tanzim
at ve İstibdat D

önem
inde Türk 

Tiyatrosu

（1839-1908

）（A
nkara, 1972

）（
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
上

演
リ
ス
ト
）、
一
七
〇
点
の
史
料
の
概
要
に
関
し
て
は
永
田
・
江
川

前
掲
書
（
八
〇
│
八
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

ヴ
ェ
イ
ユ, 

ア
ラ
ン
著
、
竹
内
次
男
訳
『
ポ
ス
タ
ー
の
歴
史
』

（
白
水
社
、
一
九
九
四
） 

一
四
、
一
六
。

（
17
）　
『
法
令
集
（D

üstur

）』 II : 227-228. 
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（
18
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
一
〇
二
│
一
〇
三
。

（
19
）　D

um
an, H

asan, H
az. Başlangıcından H

arf D
evrim

ine K
adar 

O
sm

anlı-Türk Süreli Yayınlar ve G
azeteler Bibliyografyası ve 

Toplu K
ataloğu, 1828-1928.  3 c. （A

nkara, 2000

）.

（
20
）　

一
九
一
五
年
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
市
役
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
統
計

年
鑑
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
は
、
ト
ル
コ
人
四
五
、
ユ
ダ
ヤ

人
一
〇
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
四
九
、
ギ
リ
シ
ア
人
三
八
、
そ
の
他
の

「
外
国
人
」
七
、
合
計
一
三
六
（
マ
マ
）
の
印
刷
所
が
あ
り
、
定
期

刊
行
物
と
し
て
は
、
オ
ス
マ
ン
語
四
三
、
ペ
ル
シ
ア
語
一
、
ア
ラ
ビ

ア
語
三
、「
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
語
（‘Jew

ish’

（M
usevî

））」
四
、
ア
ル

メ
ニ
ア
語
六
、
ギ
リ
シ
ア
語
五
、
フ
ラ
ン
ス
語
四
、
英
語
一
紙
・
誌

が
発
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（1330 senesi İstanbul beldesi 

ihsaiyyat m
ecm

uası

（İstanbul, 1331

）: 112
（Strauss 

前
掲
論
文

二
四
四
（
註
五
））。

（
21
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
二
九
一
│
三
〇
七. Aynur, H

atice, 
“M

âlûm
atçı M

ehm
ed Tâhir,” Türkiye D

iyanet Vakfı İslam
 

A
nsiklopedisi, 27

（İstanbul, 2003

）: 545-546.

（
22
）　
『
情
報
』
誌
は
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
最
も
多
く
所
蔵
す
る
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
の
ハ
ッ
ク
・
タ
ー
ル
ク
・
ウ
ス
図
書
館
司
書
が
、「
最

も
混
乱
し
た
雑
誌
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
、
発
行
周
期
や
巻
号
数
な
ど
が
無

秩
序
な
「
司
書
泣
か
せ
の
雑
誌
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
第
一
シ

リ
ー
ズ
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ア
サ
ド
ゥ
リ
ヤ
ン
を
中
心
に
、
一
八
九

四
年
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
翌
年
の
一
八
九
五
年
に
タ
ー
ヒ
ル
・
ベ
イ

が
そ
の
運
営
を
引
き
継
い
だ
以
降
は
、
第
二
シ
リ
ー
ズ
の
『
絵
入
り

情
報
』
誌
」
と
し
て
区
別
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
ま
で
続
い
た

（U
çm

an, A
bdullah. “M

aʻlûm
ât.” Türkiye D

iyanet Vakfı İslam
 

A
nsiklopedisi, 27. İstanbul, 2003: 542-43; 543-545

）｡

（
23
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
二
九
七
│
二
九
九
。

（
24
）　

永
田
・
江
川
前
掲
書
二
九
四
│
二
九
五
。

（
25
）　K

oloğlu, O
rhan, “E

büzziya Tevfik,” D
ünden B

ügüne 
İstanbul A

nsiklopedisi , 3

（İstanbul,1994

）: 123-124.

シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
は
、
エ
ブ
ッ
ズ
ィ
ヤ
・
テ
ヴ
フ
ィ
ク
が
当
時
の
オ
ス
マ
ン
印

刷
・
出
版
業
者
の
質
と
美
徳
と
を
も
っ
と
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、
印

刷
業
者
、
編
集
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
評
論
家
、
辞
書
編
集
者
で

か
つ
作
家
で
あ
っ
た
ほ
ど
き
わ
め
て
多
才
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（Strauss

前
掲
論
文
）。

（
26
）　K

oloğlu, O
rhan, “M

atbaalar

（Tanzim
atʼtan B

ügüne

）,” 
D

ünden B
ügüne İstanbul A

nsiklopedisi, 5

（İstanbul,1994

）: 
310.

（
27
）　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
近
代
演
劇
を
中
心
と
し
た
地
区
景
観

に
関
し
て
は
、
永
田
・
江
川
前
掲
書
（
六
二
│
七
八
）
を
参
照
。

（
28
）　Seropyan, V

ağarşag, “E
rm

eni B
asım

evleri,” D
ünden 

Bugüne İstanbul A
nsiklopedisi , 3 （İstanbul,1994

）: 181-183.

こ

の
セ
ロ
プ
ヤ
ン
の
説
明
の
中
で
共
和
国
以
後
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
印
刷

所
と
し
て
「
中
央
印
刷
所
」
が
あ
る
が
、
17
番
の
そ
れ
と
同
一
か
否

か
は
未
確
認
で
あ
る
。

（
29
）　
『
法
令
集
（D

üstur

）』
を
は
じ
め
政
府
刊
行
物
を
印
刷
・
出
版

す
る
、
公
的
性
格
が
強
い
印
刷
所
。
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（
30
）　

一
七
二
九
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
の
間
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
領

域
内
で
操
業
し
て
い
た
印
刷
所
一
覧
（B

aysal

（B
uğra

）, Jale, 
M

üteferrikaʼdan B
irinci M

eşrutiyetiyete K
adar O

sm
anlı 

Türklerinin Bastıkları K
itaplar

（İstanbul, 1968

）: 51

）
に
、
25

未
来
の
星
（
創
業
一
八
七
一
年
）
と
⑬
ア
ラ
ム
ヤ
ン
（
創
業
一
八
七

二
年
）
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の

印
刷
業
を
け
ん
引
し
た
ジ
ャ
ニ
ク
・
ア
ラ
ム
ヤ
ン
の
息
子
ネ
ル
セ

ス
・
ア
ラ
ム
ヤ
ン
は
、
一
八
九
一
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
間
に
八
冊

の
書
籍
と
、
ト
ル
コ
語
（Sıhhat
）
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
の
新
聞
二
紙

を
発
刊
し
た
（Serpoyan, “Erm

eni B
asım

evleri ”

）。
⑬
は
、
こ
の

ア
ラ
ム
ヤ
ン
印
刷
所
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　

た
と
え
ば
、
一
八
七
四
年
か
ら
七
六
年
ま
で
週
二
回
、
延
べ
一

〇
四
号
発
行
さ
れ
た
娯
楽
紙
『
演
劇
（Tiyatro
）』
の
印
刷
所
は
、

タ
ル
タ
ル
ヤ
ン
社
印
刷
所
で
あ
っ
た
（D

um
an no.2183

）。

（
32
）　D

um
an no.1591. N

ana 

は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
の
女
性
名
、
あ

る
い
は
「
老
婆
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
演
劇
専
門
紙
と
い
う
性

格
か
ら
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
小
説
『
ナ
ナ
』（
一
八
七
九

年
）
か
ら
と
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

（
33
）　Strauss

前
掲
論
文
。

（
34
）　Y

ıldız, G
ülü, “İstanbulʼda B

ir A
cem

 M
atbaası: K

itapçı 
Tahir ve A

hter,” O
sm

anlı A
raştırm

aları, L

（2017

）: 175-218.

（
35
）　Strauss

前
掲
論
文
。

（
36
）　Seropyan, “Erm

eni B
asım

evleri ”.

（
37
）　D

um
an no.2181, 2299.

（
38
）　Seropyan, Vağarşag, “Erm

enice B
asın,” D

ünden B
ugüne 

İstanbul A
nsiklopedisi , 3

（İstanbul, 1994

）: 188-190.

（
39
）　Seropyan, “Erm

eni B
asım

evleri.”: 181-183

．
19
世
紀
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
非
ム
ス
リ
ム

臣
民
に
と
っ
て
新
た
な
民
族
語
教
育
の
活
動
お
よ
び
同
活
動
が
も
つ

政
治
性
に
関
し
て
は
、
上
野
雅
由
樹
「
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
期
ア
ル
メ

ニ
ア
共
同
体
に
お
け
る
学
校
教
育
の
普
及
過
程
」『
日
本
中
東
学
会

年
報
』
二
五
│
一
（
二
〇
〇
九
）、
一
四
一
│
一
六
四;

「
ア
ル
メ

ニ
ア
人
オ
ス
マ
ン
官
僚
の
教
育
的
背
景
」
秋
葉
淳
・
橋
本
伸
也
編

『
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
育
社
会
史
│
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
展

望
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
四
）、
一
三
八
│
一
六
四
。

（
40
）　D

um
an no.1712.

（
41
）　Ö

zege, M
. Seyfettin, Eski H

arflerle Basılm
ış Türkçe Eserler 

K
ataloğu . 5 c.

（İstanbul, 1971-79

）.

（
42
）　

ヤ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
一
八
四
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
に
か
け
て
出
版

さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
・
翻
訳
小
説
カ
タ
ロ
グ
（Yağcı, A

hu Selin 
Erkul, haz. K

atalogue of Indigenous and Translated N
ovels 

Published Betw
een 1840 and 1940

（http://kisi.deu.edu.tr/selin.
erkul/Erkul_C

atalogue_July_2011.pdf

）。

（
43
）　Yalçın, A

lem
dar, II. M

eşrutiyette Tiyatro Edebiyatı Tarihi

（A
nkara, 2002

）（2. B
askı

）: 309-318.
（
44
）　

佐
々
木
紳
前
掲
論
文
。
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明
治
大
学
文
学
部
教
授
）


